
登
録
検
査
機
関
の
名
称

廃
止
す
る
製
品
検
査
の
業
務

廃
止
の
日

財
団
法
人
秋
田
県
総
合
保
健
事
業
団

食
品
衛
生
法
第
二
十
六
条
第
一
項
及

び
第
二
項
に
規
定
す
る
製
品
検
査
の

う
ち
理
化
学
的
検
査
及
び
細
菌
学
的

検
査
の
業
務

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

表
鳥
取
県
の
項
中
「
第
一
区
分

大
豆

を
「

」

第
一
区
分

第
二
区
分

大
豆

そ
ば

」
に
改
め
る
。

出
願
品
種
の
属
す

る
農
林
水
産
植
物

の
種
類

出
願
品
種
の
名
称

出
願
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び

住
所
又
は
居
所

品
種
登
録
出
願
の

番
号
及
び
取
下
げ

年
月
日

C
a
lib

ra
c
h
o
a

L
la
v
e
&

L
e
x
.

ウ
ス
カ
リ
6
7
1Ｍ

P
la
n
t2
1
,
L
.L
.C

3
2
1
4
9
A
q
u
e
d
u
c
t

R
o
a
d
,
B
o
n
sa
ll,

C
A

9
2
0
0
3
,
U
.S
.A

.
第
2
0
1
3
1号

平
成
2
3年
２
月
2
3日

〃
U
S
C
A
L
I1
1
M
2

〃
第
2
3
1
6
1号

平
成
2
3年
２
月
2
3日

C
h
ry
sa
n
th
e
m
u
m

x
m
o
rifo

liu
m

R
a
m
a
t.

B
ra
n
sk

y
O
ra
n
g
e
有
限
会
社
ジ
ェ
ー
・
ア
ン
ド
・
エ
ッ

チ
・
ジ
ャ
パ
ン
愛
知
県
愛
知
郡
長
久

手
町
砂
子
6
0
7番
地

第
2
4
8
9
7号

平
成
2
3年
２
月
2
2日

〃
B
ra
n
L
a
k
e
C
h
e
r-

ry
〃

第
2
4
8
9
9号

平
成
2
3年
２
月
2
2日

N
e
m
e
sia

V
e
n
t.

IN
N
E
M
K
A
D
A
B

〃
第
2
3
9
5
5号

平
成
2
3年
２
月
９
日

〃
IN

N
E
M
S
U
N
2

〃
第
2
3
9
6
0号

平
成
2
3年
２
月
９
日

R
o
sa

L
.

K
O
S
A
T
O
`

0
8
`

0
0
1

中
村
泰
明
和
歌
山
県
和
歌
山
市
和
佐

中
3
2
8

第
2
4
2
7
0号

平
成
2
3年
２
月
９
日

S
p
a
ra
ssis

c
risp

a
W

u
lf.

:
F
r.

K
W

S
1
`
1

河
野
査
崇
人
長
野
県
上
田
市
下
武
石

3
9
9番
地
６

第
2
4
6
8
4号

平
成
2
3年
２
月
１
日

V
e
rb
e
n
a
L
.

D
a
n
tw

in
5
0

D
a
n
z
ig
e
r

D
a
n

F
lo
w
e
r

F
a
rm

M
o
sh
a
v

M
ish

m
a
r

H
a
sh
iv
a
,

5
0
2
9
7
,
Isra

e
l

第
2
3
1
3
1号

平
成
2
3年
２
月
2
3日

平成™š年›月�日 木曜日 第œœš˜号官 報
〇
農
林
水
産
省
告
示
第
七
百
三
十
八
号

出
願
者
か
ら
出
願
公
表
後
に
品
種
登
録
出
願
が
取
り
下
げ
ら
れ
た
の
で
、
種
苗
法
（
平
成
十
年
法
律
第
八
十
三
号
）

第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
四
月
七
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
七
百
三
十
九
号

農
林
物
資
の
規
格
化
及
び
品
質
表
示
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
七
十
五
号
）
第
十
七
条

の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
登
録
認
定
機
関
の
登

録
を
更
新
し
た
の
で
、
同
法
第
十
七
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ

き
公
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
四
月
七
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

登
録
更
新
年
月
日
及
び
登
録
更
新
番
号

平
成
二
十
二
年
九
月
八
日

第
七
十
四
号

二

登
録
認
定
機
関
の
名
称
及
び
住
所

財
団
法
人
日
本
冷
凍
食
品
検
査
協
会

東
京
都
港
区
芝
大
門
二
丁
目
四
番
六
号

三

登
録
認
定
機
関
が
認
定
を
行
う
農
林
物
資
の
種
類

調
理
冷
凍
食
品

四

登
録
認
定
機
関
が
認
定
を
行
う
区
域
及
び
認
定
を
行
う
登
録
認
定
機
関
の
事
業
所
の
所
在
地

\

認
定
を
行
う
区
域

国
内
並
び
に
タ
イ
、
台
湾
、
中
華
人
民
共
和
国
及
び
ベ
ト
ナ
ム

]

認
定
を
行
う
事
業
所
の
所
在
地

東
京
都
港
区
芝
大
門
二
丁
目
四
番
六
号

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
七
百
四
十
号

農
林
物
資
の
規
格
化
及
び
品
質
表
示
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
七
十
五
号
）
第
十
七
条

の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
登
録
認
定
機
関
の
登

録
を
更
新
し
た
の
で
、
同
法
第
十
七
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ

き
公
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
四
月
七
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

登
録
更
新
年
月
日
及
び
登
録
更
新
番
号

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
三
日

第
九
十
二
号

二

登
録
認
定
機
関
の
名
称
及
び
住
所

財
団
法
人
日
本
冷
凍
食
品
検
査
協
会

東
京
都
港
区
芝
大
門
二
丁
目
四
番
六
号

三

登
録
認
定
機
関
が
認
定
を
行
う
農
林
物
資
の
種
類

有
機
加
工
食
品

四

登
録
認
定
機
関
が
認
定
を
行
う
区
域
及
び
認
定
を
行
う
登
録
認
定
機
関
の
事
業
所
の
所
在
地

\

認
定
を
行
う
区
域

国
内
並
び
に
タ
イ
、
台
湾
、
中
華
人
民
共
和
国
及
び
ベ
ト
ナ
ム

]

認
定
を
行
う
事
業
所
の
所
在
地

東
京
都
港
区
芝
大
門
二
丁
目
四
番
六
号

〇
特
許
庁
告
示
第
七
号

工
業
所
有
権
に
関
す
る
手
続
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
年
法
律
第
三
十
号
）
第
三
十
七
条
の
規
定
に
基
づ

き
登
録
調
査
機
関
と
し
て
登
録
し
た
株
式
会
社
先
進
知
財
総
合
研
究
所
か
ら
、
調
査
業
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地
を

変
更
す
る
届
出
が
あ
っ
た
た
め
、同
法
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
十
四
条
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
四
月
七
日

特
許
庁
長
官

岩
井

良
行

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
七
百
三
十
七
号

農
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
百
三
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
六

年
一
月
二
十
八
日
農
林
水
産
省
告
示
第
百
三
十
七
号
（
農
業
災
害
補
償
法
第
百
三
十
四
条
第
三
項
の
主
務
大
臣
が
定
め

る
畑
作
物
共
済
の
共
済
目
的
の
区
分
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
三
年
産
の
農
作
物
か

ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
三
年
四
月
七
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

œ
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